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黄
遵
憲
「
台
湾
行
」
に
つ
い
て

フ
ァ
ン
ダ
ム　

ト
ム

キ
ー
ワ
ー
ド
：
黄
遵
憲
／
日
清
戦
争
／
台
湾
民
主
国

一
、
は
じ
め
に

清
末
の
詩
人
黄
遵
憲
は
外
交
官
で
も
あ
り
、
日
中
友
好
を
提
唱
し
た
重
要
な
人
物
の
一
人
で
あ
る
。
一
八
七
七
年
か
ら
一
八
八
四
年
に

か
け
て
日
清
修
好
条
規
に
基
づ
き
東
京
に
派
遣
さ
れ
、
そ
の
間
、
日
本
の
文
人
と
親
し
く
交
流
し
、
日
本
へ
の
理
解
を
深
め
た
。
し
か
し

近
代
以
降
、
清
と
日
本
と
は
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
た
め
、
黄
遵
憲
も
外
交
官
と
し
て
日
本
側
と
激
し
く
争
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
彼
の
日

本
に
対
す
る
思
い
は
複
雑
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

清
と
日
本
と
の
敵
対
関
係
の
結
果
と
し
て
、
一
八
九
四
年
、
日
清
戦
争
が
勃
発
す
る
。
そ
の
時
、
黄
遵
憲
は
す
で
に
日
本
を
離
れ
て
十

年
で
あ
っ
た
。祖
国
の
命
運
を
決
す
る
重
大
な
戦
い
で
あ
る
の
に
加
え
て
、か
つ
て
好
ま
し
く
接
し
て
い
た
日
本
を
敵
と
す
る
戦
い
で
あ
っ

た
た
め
、
日
清
戦
争
に
寄
せ
る
黄
遵
憲
の
関
心
は
極
め
て
深
く
、
戦
争
終
了
後
ま
も
な
く
、
平
壌
の
戦
い
、
旅
順
の
戦
い
な
ど
主
な
戦
闘

を
主
題
と
す
る
叙
事
詩
を
数
多
く
書
い
た
。
そ
れ
ら
の
詩
に
は
、
敗
戦
へ
の
悲
嘆
や
清
朝
政
府
の
不
首
尾
に
対
す
る
皮
肉
を
込
め
た
批
判

が
読
み
取
れ
る
。
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黄
遵
憲
の
日
清
戦
争
に
関
す
る
作
品
の
う
ち
、
本
稿
で
は
い
ま
だ
に
日
本
語
や
英
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
な
い
「
台
湾
行
」
と
題
す
る
作

品
を
取
り
あ
げ
、
解
釈
を
加
え
て
み
た
い
）
1
（

。

二
、
乙
未
戦
争
の
経
緯

黄
遵
憲
の
「
台
湾
行
」
は
乙
未
戦
争
（
台
湾
平
定
）
の
出
来
事
を
詠
う
叙
事
詩
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
乙
未
戦
争
の
経
緯
に
つ
い
て

述
べ
て
お
こ
う
）
2
（

。
一
八
九
四
年
に
勃
発
し
た
日
清
戦
争
は
、
最
初
の
段
階
で
は
朝
鮮
半
島
を
舞
台
に
闘
わ
れ
た
が
、
日
本
軍
の
攻
勢
を
受

け
て
、
主
戦
場
は
次
第
に
中
国
の
東
北
地
方
や
山
東
半
島
一
帯
へ
と
移
っ
て
ゆ
き
、
山
東
半
島
沖
の
黄
海
に
お
け
る
一
連
の
海
戦
で
日
本

海
軍
は
清
の
北
洋
艦
隊
を
撃
破
す
る
。
一
八
九
五
年
四
月
、
清
と
日
本
は
下
関
で
和
平
条
約
（
下
関
条
約
）
を
結
び
、
清
は
朝
鮮
の
自
主

を
認
め
、
日
本
に
対
し
て
賠
償
金
を
支
払
う
上
に
、
遼
寧
半
島
、
台
湾
や
澎
湖
諸
島
を
割
譲
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
月
、
ロ
シ
ア
、
フ

ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
が
介
入
し
（
い
わ
ゆ
る
三
国
干
渉
）、
遼
寧
半
島
を
清
に
返
還
さ
せ
た
が
、
台
湾
や
澎
湖
諸
島
は
そ
の
ま
ま
日
本
へ
と

割
譲
さ
れ
た
。

当
時
の
台
湾
は
、
台
湾
省
と
し
て
清
朝
の
一
部
に
組
み
こ
ま
れ
て
い
た
が
、
北
京
に
あ
る
中
央
政
府
の
影
響
は
あ
ま
り
受
け
て
お
ら
ず
、

地
元
の
有
力
者
は
独
立
を
狙
っ
て
い
た
。
彼
ら
台
湾
独
立
派
は
、
一
八
九
五
年
五
月
二
十
五
日
、
台
湾
民
主
国
を
名
乗
る
共
和
国
を
成
立

し
、
台
湾
巡
撫
唐
景
崧
が
総
統
に
就
任
し
た
。
唐
景
崧
は
台
湾
民
主
国
が
兵
力
不
足
だ
と
悟
り
、
台
湾
省
の
守
備
隊
に
加
え
て
、
故
郷
の

広
東
省
か
ら
傭
兵
を
約
千
二
百
人
を
雇
う
こ
と
に
し
た
。
台
湾
民
主
国
の
新
軍
隊
は
首
都
の
台
北
で
日
本
軍
の
襲
来
を
待
ち
受
け
て
い
た
。

四
日
後
、
日
本
軍
は
台
湾
の
西
北
に
あ
る
澳
底
か
ら
上
陸
し
、
六
月
三
日
に
基
隆
を
占
領
す
る
。
六
月
七
日
、
辜
顕
栄
な
ど
の
台
北
の
郷

紳
の
手
で
台
北
は
無
血
開
城
さ
れ
る
に
至
る
。
そ
の
四
日
前
に
、
総
統
の
唐
景
崧
は
ド
イ
ツ
商
船
の
ア
ー
サ
ー
号
で
大
陸
に
逃
亡
し
て
い
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た
。
台
北
の
陥
落
に
よ
り
、
北
部
は
日
本
軍
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
平
定
さ
れ
た
が
、
台
湾
民
主
国
は
台
南
に
移
り
、
劉
永
福
の
下
で
同
年
の
十

一
月
ま
で
抗
日
運
動
を
続
け
た
。
し
か
し
、
十
一
月
十
八
日
、
台
湾
総
督
樺
山
資
紀
は
全
島
平
定
宣
言
を
発
表
し
、
乙
未
戦
争
は
正
式
に

終
戦
と
な
っ
た
。

三
、「
台
湾
行
」
と
日
清
戦
争
後
の
黄
遵
憲

黄
遵
憲
は
「
台
湾
行
」
だ
け
で
な
く
、日
清
戦
争
に
関
す
る
連
作
の
叙
事
詩
を
作
っ
て
い
る
。
戦
争
の
経
緯
を
追
っ
て
「
悲
平
壤
」、「
東

溝
行
」、「
哀
旅
順
」、「
哭
威
海
」、「
降
將
軍
歌
」、「
度
遼
將
軍
歌
」、「
馬
關
紀
事
」、「
臺
灣
行
」
と
い
っ
た
作
品
が
書
か
れ
、『
人
境
盧

詩
草
』
に
収
め
ら
れ
る
。
同
書
に
注
釈
を
施
し
た
銭
仲
聯
『
人
境
盧
詩
草
箋
注
』
に
よ
る
と
、「
台
湾
行
」
も
含
め
て
、
こ
れ
ら
の
詩
は

す
べ
て
『
人
境
盧
詩
草
』
の
原
稿
に
は
な
く
、
戊
戌
（
一
八
九
八
年
）、
つ
ま
り
戦
争
の
三
年
後
に
帰
郷
し
た
後
に
補
作
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
）
3
（

。
日
清
戦
争
勃
発
後
の
黄
遵
憲
の
足
跡
は
次
の
通
り
で
あ
る
）
4
（

。
一
八
九
四
年
の
十
一
月
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
任
期
が
満
ち
る
と
、
両
江
総

督
の
張
之
洞
に
よ
り
顧
問
と
し
て
雇
わ
れ
た
。
一
八
九
五
年
、
康
有
為
が
設
立
し
た
改
革
派
組
織
自
強
会
に
加
入
す
る
。
一
八
九
六
年
、

十
日
ご
と
に
発
行
さ
れ
る
時
務
報
を
設
立
し
、
有
名
な
改
革
論
者
梁
啓
超
を
編
集
者
と
し
て
迎
え
る
。
一
八
九
七
年
に
は
、
光
緒
帝
の
支

持
に
よ
り
湖
南
省
の
塩
法
道
に
就
任
し
、
湖
南
省
の
改
革
運
動
に
か
か
わ
る
。
一
八
九
八
年
、
戊
戌
の
政
変
が
始
ま
る
と
、
康
有
為
は
梁

啓
超
、
譚
嗣
同
、
黄
遵
憲
な
ど
の
進
歩
的
な
知
識
人
を
北
京
に
召
喚
す
る
が
、
黄
遵
憲
は
当
時
、
体
調
不
良
の
た
め
北
京
に
行
け
な
っ
た
。

戊
戌
の
政
変
は
百
日
足
ら
ず
で
失
敗
に
終
わ
り
、
康
有
為
や
梁
啓
超
は
海
外
に
逃
亡
、
譚
嗣
同
を
含
め
て
改
革
派
六
名
が
逮
捕
、
処
刑
さ

れ
た
。
政
権
を
奪
還
し
た
西
太
后
は
、
康
有
為
や
梁
啓
超
が
黄
遵
憲
の
家
に
逃
亡
し
た
と
疑
い
、
彼
の
逮
捕
を
命
じ
た
が
、
結
局
、
彼
の
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家
に
逃
亡
者
が
お
ら
ず
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
に
中
国
に
い
た
伊
藤
博
文
の
干
渉
も
あ
っ
た
た
め
、
黄
遵
憲
は
故
郷
の
嘉
応
州
（
現
在
の
広

東
省
梅
県
）
に
引
退
を
許
さ
れ
た
。
彼
は
一
九
〇
五
年
に
没
す
る
ま
で
故
郷
の
人
境
盧
に
あ
っ
て
詩
の
執
筆
に
集
中
し
た
。「
台
湾
行
」

を
は
じ
め
と
す
る
日
清
戦
争
に
関
す
る
一
連
の
詩
は
そ
の
時
に
最
終
的
な
形
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

四
、
前
半
部
の
翻
訳
と
解
釈

以
下
、「
台
湾
行
」
に
つ
い
て
解
釈
を
加
え
て
い
こ
う
。「
台
湾
行
」
は
毎
句
押
韻
長
篇
詩
で
あ
り
、
内
容
と
押
韻
か
ら
前
後
半
二
つ
の

部
分
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
半
部
は
「
台
民
」
の
視
点
か
ら
書
か
れ
て
い
る
）
5
（

。
韻
は
切
迫
し
た
内
容
の
調
子
に
ふ
さ
わ
し
く
、
力

強
い
仄
韻
に
よ
っ
て
い
る
。

城
頭
逢
逢
擂
大
鼓 

城
壁
よ
り
太
鼓
の
音
は
ド
ン
ド
ン
と
鳴
り
響
き
、

蒼
天
蒼
天
淚
如
雨 

大
い
な
る
天
は
涙
を
雨
の
ご
と
く
流
し
、

倭
人
竟
割
臺
灣
去 

倭
人
は
つ
い
に
台
湾
を
奪
い
去
っ
た
。

こ
の
三
句
は
、
い
わ
ば
詩
の
序
文
で
あ
り
、
日
清
戦
争
の
結
果
、
台
湾
が
日
本
に
割
譲
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

當
初
版
圖
入
天
府 

も
と
は
天
命
を
受
け
た
我
が
朝
の
領
土
、

天
威
遠
及
日
出
處 

天
な
る
権
威
は
遠
く
日
出
づ
る
地
に
ま
で
及
ん
だ
。

我
高
我
曾
我
祖
父 

わ
が
高
祖
父
、
曾
祖
父
、
祖
父
が

艾
殺
蓬
蒿
來
此
土 

荒
れ
草
を
切
り
開
い
て
こ
の
地
に
や
っ
て
き
た
。

糖
霜
茗
雪
千
億
樹 

霜
の
よ
う
に
白
い
砂
糖
や
雪
の
よ
う
に
清
ら
か
な
お
茶
を
千
億
も
植
え
、
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歲
課
金
錢
無
萬
數 

毎
年
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
税
金
が
国
へ
納
め
ら
れ
た
。

天
胡
棄
我
天
何
怒 

天
よ
、
な
ぜ
我
々
を
見
捨
て
ら
れ
た
の
か
、
な
ぜ
お
怒
り
か
、

取
我
脂
膏
供
仇
虜 

わ
が
血
と
汗
の
結
晶
を
敵
に
引
き
渡
し
て
し
ま
っ
た
。

眈
眈
無
厭
彼
碩
鼠 

虎
視
眈
々
と
厭
く
こ
と
な
き
あ
の
ず
る
が
し
こ
い
ネ
ズ
ミ
ど
も
、

民
則
何
辜
罹
此
苦 

わ
が
民
は
何
の
罪
あ
っ
て
こ
の
苦
し
み
を
味
わ
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

清
は
か
つ
て
優
れ
た
国
で
あ
り
、
そ
の
威
厳
は
遠
く
日
本
ま
で
及
ん
だ
。
そ
の
時
か
ら
、
本
詩
の
話
者
の
祖
先
は
、
艱
難
辛
苦
を
経
な

が
ら
台
湾
に
移
民
し
、
砂
糖
キ
ビ
や
お
茶
の
栽
培
に
勤
し
ん
で
き
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
は
朝
廷
に
見
捨
て
ら
れ
、
虎
視
眈
々
と

台
湾
を
狙
う
日
本
に
蹂
躙
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

亡
秦
者
誰
三
戶
楚 

秦
を
滅
ぼ
し
た
も
の
は
誰
か
と
言
え
ば
、
た
っ
た
三
戸
の
楚
、

何
況
閩
粵
百
萬
戶 

ま
し
て
台
湾
に
は
閔
と
粤
よ
り
移
住
し
た
百
万
戸
の
民
が
い
る
。

成
敗
利
鈍
非
所
睹 

成
功
す
る
か
失
敗
す
る
か
は
眼
中
に
な
い
、

人
人
效
死
誓
死
拒 

人
々
こ
ぞ
っ
て
命
を
か
け
て
死
を
懼
れ
ず
抵
抗
す
る
。

萬
眾
一
心
誰
敢
侮 

も
ろ
び
と
心
を
一
つ
に
す
れ
ば
誰
も
我
々
を
侮
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

一
聲
拔
劍
起
擊
柱 

将
軍
は
一
声
を
あ
げ
て
剣
を
抜
き
、
立
ち
上
が
っ
て
柱
に
打
ち
つ
け
る
。

今
日
之
事
無
他
語 

今
回
の
戦
に
つ
い
て
は
異
論
は
許
さ
ぬ
、

有
不
從
者
手
刃
汝 

従
わ
ざ
る
も
の
は
こ
の
手
で
斬
る
ぞ
。

し
か
し
、
台
湾
の
民
に
は
希
望
が
あ
る
。
戦
国
時
代
「
三
戸
の
楚
」
の
故
事
を
用
い
て
、
閔
（
福
建
省
）
の
移
民
と
粤
（
広
東
省
）
の

移
民
、
合
わ
せ
て
百
万
戸
が
一
致
団
結
す
れ
ば
大
国
で
あ
る
日
本
を
倒
せ
る
と
い
う
）
6
（

。
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堂
堂
藍
旗
立
黃
虎 

堂
々
た
る
青
地
の
旗
に
黄
色
い
虎
が
立
ち
あ
が
る
、

傾
城
擁
觀
空
巷
舞 

人
々
は
町
を
傾
け
て
押
し
合
い
な
が
ら
眺
め
、
通
り
を
空
に
し
て
踊
る
。

黃
金
斗
大
印
繫
組 

大
き
な
黄
金
の
印
を
帯
に
つ
な
い
だ
お
役
人
、

直
將
總
統
呼
巡
撫 

巡
撫
ど
の
は
こ
れ
か
ら
総
統
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
、

今
日
之
政
民
為
主 

今
日
の
政
治
は
民
こ
そ
が
主
人
。

臺
南
臺
北
固
吾
圉 

台
湾
の
南
と
北
は
も
と
よ
り
我
が
領
土
、

不
許
雷
池
越
一
步 

雷
池
を
一
歩
た
り
と
も
超
え
る
こ
と
は
許
さ
な
い
。

台
湾
の
民
の
一
致
団
結
の
結
果
、
生
み
出
さ
れ
た
の
は
台
湾
民
主
国
で
あ
る
。
台
湾
の
人
々
は
台
湾
民
主
国
の
旗
（
青
地
に
黄
色
の
虎

が
画
か
れ
る
意
匠
の
旗
）の
下
で
死
を
賭
し
て
台
湾
を
守
る
意
志
を
固
め
て
い
る
。
晋
の
将
軍
庾
亮
は
か
つ
て
部
下
に
手
紙
で「
と
ど
ま
っ

て
雷
池
を
一
歩
も
超
え
る
な
」
と
命
じ
た
。
同
じ
よ
う
に
、
台
湾
民
主
国
も
領
土
の
侵
害
を
一
切
許
さ
な
い
と
言
う
）
7
（

。

以
上
、「
台
湾
行
」
の
前
半
部
は
、
一
八
九
五
年
の
五
月
二
十
三
日
に
発
布
し
た
台
湾
民
主
国
独
立
宣
言
か
ら
二
十
九
日
に
日
本
軍
が

上
陸
す
る
ま
で
の
状
況
を
語
っ
て
い
る
。

五
、
後
半
部
の
翻
訳
・
解
釈

「
台
湾
行
」
後
半
部
は
、
前
半
部
の
楽
観
的
な
叙
述
を
一
転
さ
せ
る
。
前
半
部
の
力
強
く
切
迫
し
た
仄
韻
と
は
対
照
的
に
、
後
半
部
は

す
べ
て
平
韻
に
よ
っ
て
押
韻
す
る
。

海
城
五
月
風
怒
號 

海
辺
の
町
に
五
月
の
風
が
怒
号
し
、
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飛
來
金
翅
三
百
艘 

小
型
の
軍
艦
三
百
隻
が
飛
び
来
る
、

追
逐
巨
艦
來
如
潮 

巨
艦
の
後
を
ま
る
で
潮
の
如
く
追
い
か
け
る
。

前
者
上
岸
雄
虎
彪 

先
駆
け
の
兵
は
雄
々
し
い
虎
豹
の
よ
う
に
上
陸
し
、

後
者
奪
關
飛
猿
猱 

後
に
続
く
兵
は
宙
を
飛
ぶ
猿
の
よ
う
に
関
所
を
奪
う
。

村
田
之
銃
備
前
刀 

村
田
銃
に
備
前
刀
、

當
輒
披
靡
血
杵
漂 

ぶ
つ
か
り
合
え
ば
敵
は
な
ぎ
倒
さ
れ
、
杵
を
浮
か
べ
る
ほ
ど
多
く
の
血
が
流
れ
る
。

神
焦
鬼
爛
城
門
燒 
鬼
神
も
焼
き
焦
が
れ
る
ほ
ど
の
劫
火
に
城
門
は
燃
え
、

誰
與
戰
守
誰
能
逃 
誰
も
持
ち
こ
た
え
ら
れ
ず
、
誰
も
逃
げ
ら
れ
な
い
。

五
月
二
十
九
日
の
日
本
軍
上
陸
か
ら
六
月
七
日
の
台
北
落
城
ま
で
を
述
べ
る
。
日
本
軍
の
武
装
に
つ
い
て
、
村
田
銃
や
備
前
刀
の
名
前

を
出
し
て
く
る
点
、
黄
遵
憲
の
日
本
通
ぶ
り
が
見
て
取
れ
る
。
台
湾
民
主
国
軍
の
抵
抗
に
つ
い
て
は
一
切
言
及
し
な
い
が
、
そ
れ
に
よ
っ

て
日
本
軍
に
ま
っ
た
く
太
刀
打
ち
で
き
な
い
脆
弱
な
軍
隊
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。

一
輪
紅
日
當
空
高 

一
輪
の
赤
い
日
（
日
章
旗
）
が
空
高
く
上
が
り
、

千
家
白
旗
隨
風
飄 

家
々
に
白
旗
が
は
た
め
い
て
い
る
。

搢
紳
耆
老
相
招
邀 

郷
紳
や
長
老
た
ち
が
出
迎
え
、

夾
跪
路
旁
俯
折
腰 

路
傍
に
跪
き
腰
を
折
る
。

紅
纓
竹
冠
盤
錦
絛 

赤
い
ひ
も
で
竹
の
冠
を
結
わ
え
腰
に
は
錦
の
組
紐
を
巻
き
、

青
絲
辮
髮
垂
雲
髾 

黒
い
辮
髪
に
雲
の
よ
う
な
髯
を
た
く
わ
え
た
お
歴
々
が
、

跪
捧
銀
盤
茶
與
糕 

跪
い
て
銀
の
皿
を
捧
げ
、
茶
や
餅
を
差
し
出
す
。
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緒
戦
で
は
多
く
の
血
が
流
さ
れ
た
が
、
辜
顕
栄
な
ど
郷
紳
の
手
で
台
北
が
無
血
開
城
さ
れ
る
。
清
の
紳
士
の
格
好
を
し
た
郷
紳
た
ち
は

日
本
軍
を
手
厚
く
歓
迎
し
た
。
こ
こ
に
は
彼
ら
の
卑
屈
な
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
ニ
ッ
キ
・
ア
ル
ス
ド
ル
フ
に
よ
る
と
、
こ
の
よ
う
に
台

北
の
郷
紳
た
ち
が
日
本
軍
に
媚
び
た
ケ
ー
ス
は
多
く
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
段
の
描
写
は
、
そ
の
よ
う
な
歴
史
事
実
に
基
づ
い
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
）
8
（

。

將
軍
遠
來
無
乃
勞 

将
軍
様
、
長
旅
で
さ
ぞ
お
疲
れ
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
、

降
民
敬
為
將
軍
犒 

降
伏
し
た
人
々
は
（
日
本
軍
の
）
将
軍
の
た
め
に
ね
ぎ
ら
っ
た
。

將
軍
曰
來
呼
汝
曹 

将
軍
は
言
う
、「
と
も
が
ら
よ
、
近
う
寄
る
が
い
い
、

汝
我
黃
種
原
同
胞 
我
々
も
汝
ら
も
同
じ
黄
色
人
種
の
同
胞
。

延
平
郡
王
人
中
豪 
延
平
の
王
で
あ
っ
た
（
日
本
人
の
）
鄭
成
功
は
人
に
抜
き
ん
で
た
英
雄
、

實
闢
此
土
來
分
茅 

こ
の
地
を
開
拓
し
て
諸
侯
を
封
じ
た
。

今
日
還
我
天
所
教 

今
日
、
こ
の
地
が
我
々
の
元
に
帰
し
た
の
は
天
の
計
ら
い
、

國
家
仁
聖
如
唐
堯 

わ
が
国
の
仁
徳
は
唐
や
堯
の
如
し
。

撫
汝
育
汝
殊
黎
苗 

汝
ら
を
慈
し
み
育
む
こ
と
土
民
ど
も
と
は
異
な
る
、

安
汝
家
室
毋
譊
譊 

汝
ら
の
家
族
を
安
ら
か
に
す
る
か
ら
に
は
、
不
満
を
言
わ
な
い
で
く
れ
」。

將
軍
徐
行
塵
不
囂 

将
軍
は
ゆ
っ
く
り
と
塵
も
立
て
ず
に
歩
み
さ
る
、

萬
馬
入
城
風
蕭
蕭 

万
の
馬
が
入
城
し
、
風
が
蕭
々
と
吹
く
。

嗚
呼
將
軍
非
天
驕 

「
あ
あ
、
将
軍
は
た
だ
の
夷
狄
の
酋
長
で
は
な
い
、

王
師
威
德
無
不
包 

日
本
軍
の
威
勢
や
恩
恵
に
は
限
り
が
な
い
。
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我
輩
生
死
將
軍
操 

我
ら
が
命
運
は
将
軍
様
の
手
に
ゆ
だ
ね
て
い
る
、

敢
不
歸
依
明
聖
朝 

ど
う
し
て
明
徳
あ
る
聖
な
る
王
朝
（
日
本
）
に
服
従
し
な
い
で
い
ら
れ
よ
う
か
」。

右
の
段
の
最
初
の
二
句
は
郷
紳
た
ち
の
台
詞
で
、
そ
の
次
の
句
か
ら
「
譊
譊
」
で
終
わ
る
句
ま
で
は
将
軍
の
台
詞
で
あ
る
。
こ
の
「
将

軍
」
は
お
そ
ら
く
台
湾
平
定
を
命
じ
ら
れ
た
樺
山
資
紀
台
湾
総
督
を
さ
す
。
彼
は
日
本
人
の
血
統
を
持
っ
た
鄭
成
功
を
例
に
挙
げ
て
日
本

と
台
湾
の
歴
史
的
な
結
び
つ
き
を
強
調
し
、
清
で
は
な
く
日
本
こ
そ
が
古
の
優
れ
た
王
朝
の
よ
う
な
仁
徳
を
持
っ
て
い
る
国
で
あ
る
か
ら
、

服
従
す
れ
ば
手
厚
く
守
っ
て
や
ろ
う
と
約
束
し
た
。
日
清
戦
争
当
時
の
中
国
に
は
、
清
で
は
な
く
日
本
こ
そ
が
中
華
文
明
の
継
承
者
で
あ

る
と
信
じ
て
い
た
保
守
的
知
識
人
は
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
。
樺
山
総
督
の
こ
の
台
詞
は
、
そ
う
し
た
背
景
の
も
と
に
発
せ
ら
れ
た
可
能

性
が
あ
る
。
次
の
「
将
軍
」「
万
馬
」
の
二
句
は
ま
た
第
三
者
の
語
り
手
に
戻
り
、
台
北
の
陥
落
の
混
乱
が
終
熄
し
、
状
況
が
落
ち
着
い

た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
後
の
四
句
に
ま
た
郷
紳
の
台
詞
に
戻
り
、
将
軍
や
日
本
軍
を
誉
め
讃
え
、
日
本
の
聖
な
る
王
朝
に

服
従
す
る
し
か
な
い
と
言
っ
て
い
る
。

噫
嚱
吁
悲
乎
哉
汝
全
臺 

あ
あ
、
な
ん
と
悲
し
い
こ
と
か
、
汝
ら
台
湾
の
民
よ

昨
何
忠
勇
今
何
怯 

昨
日
ま
で
は
皆
な
勇
ま
し
か
っ
た
の
に
、
今
は
何
と
惰
弱
な
こ
と
か
、

萬
事
反
覆
隨
轉
睫 

も
の
ご
と
は
瞬
く
間
に
転
覆
し
て
し
ま
っ
た
。

平
時
戰
守
無
豫
備 

平
和
な
時
に
戦
争
に
備
え
置
か
な
け
れ
ば
、

曰
忠
曰
義
何
所
恃 

い
か
に
忠
と
言
い
、
義
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
何
の
頼
り
に
も
な
ら
な
い
の
だ
。

詩
の
最
後
に
韻
が
ま
た
変
わ
り
、
語
り
手
で
あ
る
黄
遵
憲
の
乙
未
戦
争
に
対
す
る
論
評
が
な
さ
れ
る
。
黄
遵
憲
は
、
台
湾
民
主
国
の
理

想
を
勇
敢
だ
と
評
価
し
、
そ
の
成
功
を
望
ん
で
い
た
が
、
結
局
そ
れ
は
す
べ
て
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
で
は
民
主
国
の
理
想
を
唱
え

た
人
々
の
憶
病
さ
、愚
劣
さ
を
嘆
い
て
い
る
。
唐
景
崧
や
他
の
高
官
の
逃
亡
に
つ
い
て
は
、詩
に
は
直
接
言
及
し
て
い
な
い
が
、「
今
何
怯
」
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と
い
う
評
価
は
彼
ら
に
対
す
る
も
の
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
最
後
の
二
句
は
、
台
湾
民
主
国
の
理
想
が
い
か
に
崇
高
で
あ
っ
て
も
、
し
っ
か

り
と
独
立
戦
の
準
備
を
し
て
い
な
け
れ
ば
結
局
何
の
役
に
も
立
た
な
い
と
い
う
歎
き
の
言
葉
で
あ
る
。

後
半
部
を
踏
ま
え
て
前
半
部
を
読
め
ば
、
か
な
り
痛
烈
な
「
諷
刺
」
と
し
て
読
め
る
だ
ろ
う
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ

の
「
諷
刺
」
は
黄
遵
憲
の
日
清
戦
争
に
関
す
る
連
作
詩
に
一
貫
し
て
現
れ
る
）
9
（

。
台
湾
の
学
者
洪
棄
生
は
こ
の
詩
に
つ
い
て
、「
こ
の
詩
は

傑
作
で
あ
る
、
ま
る
で
仙
人
が
書
い
た
よ
う
に
。
し
か
し
台
湾
を
嘲
る
こ
と
は
あ
ま
り
に
も
大
げ
さ
で
、
敵
軍
を
ほ
め
る
こ
と
は
あ
ま
り

に
も
媚
び
す
ぎ
だ
」
と
評
し
た
）
10
（

。
だ
が
私
見
で
は
、
黄
遵
憲
は
唐
景
崧
な
ど
の
高
官
や
郷
紳
を
風
刺
し
て
い
る
も
の
の
、
台
湾
民
主
国
の

理
想
や
「
台
民
」
の
心
情
を
嘲
っ
て
は
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
改
革
派
で
あ
っ
た
黄
遵
憲
は
、
日
清
戦
争
の
終
わ
り
か
ら
引
退
す
る
ま
で

民
主
主
義
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。
本
詩
に
述
べ
る
「
今
日
之
政
民
為
主
」
は
、
彼
自
身
の
信
ず
る
思
想
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
黄
遵
憲

は
長
年
日
本
に
暮
ら
し
た
経
験
を
持
ち
、
日
本
の
近
代
化
を
高
く
評
価
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
中
国
に
不
満
を
感

じ
て
い
た
。
日
本
に
対
す
る
「
ほ
め
す
ぎ
」
と
も
見
え
る
言
葉
は
、
む
し
ろ
近
代
化
に
失
敗
し
た
清
朝
へ
の
批
判
の
言
葉
と
解
す
べ
き
で

あ
る
。
本
詩
は
、
戊
戌
の
政
変
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
直
後
に
書
か
れ
た
。
黄
遵
憲
に
と
っ
て
、
そ
の
失
敗
の
苦
々
し
い
記
憶
は
な
お
鮮
明

な
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

た
だ
疑
問
に
思
う
の
は
、
黄
遵
憲
は
本
詩
に
お
い
て
な
ぜ
台
湾
の
北
部
の
抗
日
戦
争
だ
け
を
描
き
、
よ
り
成
功
し
た
南
部
の
抗
戦
を
描

か
な
か
っ
た
の
か
で
あ
る
。
台
湾
の
学
者
陳
漢
光
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
乙
未
戦
争
時
の
中
国
人
詩
人
の
大
部
分
は
台
湾
の
抗
日
運
動
の

「
勵
志
」、
つ
ま
り
彼
ら
の
強
い
意
志
を
強
調
し
た
）
11
（

。
当
時
、
台
湾
南
部
の
義
勇
軍
の
指
導
者
と
し
て
日
本
軍
に
抵
抗
し
た
丘
逢
甲
は
引
退

し
た
黄
遵
憲
の
家
を
頻
繁
に
訪
ね
て
い
た
と
い
う
）
12
（

。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
黄
遵
憲
は
他
の
詩
人
と
違
い
南
部
の
抗
日
運
動
に
つ
い
て

一
言
も
言
わ
な
い
の
で
あ
る
。
私
見
で
は
、
そ
の
理
由
は
、
詩
の
前
半
部
と
後
半
部
の
対
照
を
明
確
化
す
る
こ
と
で
、
詩
の
「
諷
刺
」
の

効
果
を
最
大
化
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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六
、
終
わ
り
に

以
上
、
黄
遵
憲
「
台
湾
行
」
の
内
容
を
分
析
し
、
そ
の
言イ

ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

外
の
意
を
探
求
し
た
。
黄
遵
憲
は
意
図
的
に
乙
未
戦
争
の
緒
戦
の
戦
闘
と
台

北
の
陥
落
の
み
を
扱
い
、
そ
の
後
も
数
年
続
い
た
抗
日
運
動
を
詩
に
取
り
込
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
黄
遵
憲
の
日
清
戦
争
に
関
す
る
連

作
詩
に
は
清
朝
を
諷
刺
す
る
内
容
が
多
く
、
こ
の
詩
も
例
外
で
は
な
い
。
彼
は
崇
高
な
理
想
を
唱
え
る
台
湾
民
主
国
の
成
功
を
望
ん
で
い

た
が
、
台
湾
民
主
国
も
清
朝
と
同
じ
く
日
本
の
侵
攻
を
食
い
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
、
そ
の
受
け
入
れ
が
た
い
現
実
を
認
め
て
い
る
。
彼
に

と
っ
て
、
台
湾
民
主
国
の
崩
壊
は
戊
戌
の
政
変
の
失
敗
に
も
似
て
い
た
だ
ろ
う
。「
台
湾
行
」
は
、
そ
の
挫
折
感
や
祖
国
の
将
来
に
対
す

る
憂
慮
を
「
諷
刺
」
と
し
て
表
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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lsford, Transitionsto 

M
odernity in

Taiw
an: The Spiritof 1895 and the C

ession of
Form

osa to
Japan, R

outledge, 2017

を
参
考
に
し
た
。

（
3
） 

黄
遵
憲
著
、
銭
仲
聯
注『
人
境
盧
詩
草
箋
注
』上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
一
年
、
卷
八
。

（
4
） 

黄
遵
憲
の
一
八
九
五
年
か
ら
一
八
九
八
年
に
か
け
て
の
経
歴
に
つ
い
て
は
主
にSchm

idt（1994

）や
銭
仲
聯（
一
九
八
一
年
）を
参
考
に
し
た
。

（
5
） 「
台
民
」は
台
湾
の
人
民
と
い
う
意
味
で
、
清
・
台
湾
通
史『
唐
景
崧
列
伝
』卷
三
十
六
に
記
載
さ
れ
て
い
る
唐
景
崧
の
台
湾
民
主
国
の
総
統
と

し
て
の
演
説
に
多
く
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。
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（
6
） 

漢
・
史
記『
項
羽
本
紀
』卷
七
に「
陳
勝
敗
碧
當
。
夫
秦
滅
六
國
、
楚
最
無
罪
。
自
懷
王
入
秦
不
反
、
楚
人
憐
之
至
今
、
故
楚
南
公
曰『
楚
雖
三

戶
、
亡
秦
必
楚
」也
」と
あ
る
。

（
7
） 

晋
・
晋
書『
庾
亮
伝
』卷
七
十
三
に「
亮
並
不
聽
、
而
報
嶠
書
曰『
吾
憂
西
陲
、
過
於
歷
陽
、
足
下
無
過
雷
池
一
步
也
。』」と
あ
る
。

（
8
） A

lsford (2017), p.175. 
（
9
） Schm

idt (1994), pp.159-173.

（
10
） 

洪
棄
生『
寄
鶴
齋
詩
話
』臺
灣
省
文
獻
委
員
會
、
一
九
九
三
年
、
一
三
九
頁
に
原
文
は「
此
詩
可
稱
佳
製
、
手
筆
實
不
減
仙
根
。
但
於
譏
諷
臺

灣
處
、
未
免
太
抹
殺
、
於
誇
耀
敵
軍
處
、
未
免
太
貢
諛
！
」と
あ
る

（
11
） 

陳
漢
光「
乙
未
抗
日
與
中
國
詩
壇
」、『
台
北
文
物
』、
九
卷
一
号
一
九
六
〇
年
三
月
、
九
〇
〜
九
九
頁
。

（
12
） Schm

idt (1994), p.42.

（
大
学
院
博
士
前
期
課
程
学
生
）
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SUMMARY

On Huang Zunxian’s “Song of Taiwan”

Thom van Dam

This paper provides an analysis and translation of “Song of Taiwan” (Taiwan 
Xing) by Huang Zunxian, a poem on the Japanese Invasion of Taiwan in 1895, 
which is part of a larger series of poems he wrote on the Sino-Japanese War of 
1894-1895. In a mostly narrative epic poem, Huang first describes how eager the 
Taiwanese were to defend their newly formed Republic, praising their courage and 
valor, only for the poem to take a drastic turn and switch to the humiliating 
capitulation to the Japanese a few days after. The paper attempts to address both 
the historical reasons, as well as the personal reasons for Huang Zunxian to portray 
the Taiwanese resistance movement as he did.




